
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  夫婦間での居住用不動産の贈与               

Ｑ：昨年、夫婦生活が20年を超えましたの

で、自宅の一部を夫から贈与でもらいました。

2,000万円を超えないので、贈与税は非課税と

なりますので、申告は不要ですか？                             

                                              

Ａ：申告しなければなりません。 

【解説】  

お尋ねは、夫婦間で居住用不動産を贈与し

たときの配偶者控除と言われるもので、婚姻

期間が20年以上の夫婦の間で、居住用不動産

又は居住用不動産を取得するための金銭の贈

与が行われた場合は、基礎控除110万円のほか

に最高2,000万円まで控除(配偶者控除)でき

るという特例です。要件は、次のとおりです。 

 ①夫婦の婚姻期間が20年を過ぎた後に贈与が

行われたこと 

②配偶者から贈与された財産が、自分が住む

ための国内の居住用不動産であること又は

居住用不動産を取得するための金銭である

こと 

③贈与を受けた年の翌年3月15日までに、贈与

により取得した国内の居住用不動産又は贈

与を受けた金銭で取得した国内の居住用不

動産に、贈与を受けた者が現実に住んでお

り、その後も引き続き住む見込みであるこ

と 

なお、この特例の適用を受けるには、財産

の贈与を受けた日から10日を経過した日以後

に作成された戸籍謄本又は抄本、戸籍の附票

の写し等の書類を添付して、贈与税の申告を

しなければなりませんので、限度額以内でも、

確定申告が必要になります。 
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